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2018.7西日本豪雨災害で被災した道路法面の災害復旧設計 

 

業務名：元城町京良城町 1 号線災害復旧設計業務委託 
発注元：北九州市西部整備事務所 
 

2018 年 7 月 6 日の西日本を襲った集中豪雨（西日本豪雨）で被害を受けた、北九州市管理の

市道法面崩壊に伴う災害復旧設計を実施した。 
 被災個所：福岡県 北九州市 八幡西区 元城町地内 
 路 線 名：市道 元城町京良城町 1 号線 
 

１．被害状況 
北九州市管理の市道元城町京良城町 1 号線において、八幡西区元城町地内の道路法面が 7 月

6～8 日にかけての一連の大雨により法面崩壊を起こし、道路路肩下部の地盤まで流出する被災

を受けた。その当時の近傍の観測によると、最大時間雨量 56 ミリ、最大 24 時間雨量 224 ミリ

の記録的な大雨であった。 

  
写真-1.1 被害状況写真 

 
２．被災メカニズム 

  被災個所の基盤は花崗岩類（花崗閃緑岩）であり深層風化によりマサ化（軟質化）していた。 
  この地盤に、集中豪雨により上方斜面および道路から大量の降雨が流入し、地下水位が地表

面まで上昇したことにより表層崩壊を起こしたと想定した。 

 
図-2.1 被災メカニズム 
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３．災害復旧対応 

3.1 現地測量・地質調査・被災状況調査 

設計にあたって被災範囲を縮尺 1/200 での平板測量を実施し、被災範囲及び復旧範囲の確

認を行った。 
   また、法面で地質調査を実施し、地盤状況の把握、復旧対策工（基礎工）の検討のための

基礎資料とした。 
 
 3.2 災害復旧設計 

   調査結果を受けて、復旧設計を行った。 
  ①復旧方針の検討 

復旧設計方針としては、今回の路肩決壊による被災範囲が民有地にあたることを踏まえ、

地権者からの用地の無償譲渡範囲を最小限とすることを目的とし、構造物による復旧とし

た。 
 
  ②復旧工法の検討 
    復旧工法は、当路線がバス路線にあたるため、施工時の掘削による通行止めが困難であ

ることを考慮し、掘削が上部道路に影響しない工法として、以下の３案を選定した。 
 

表-3.1 工法選定表 

 
   選定した工法案の中から、施工時の現道への影響及び民有地への影響が最小となる「大型

ブロック積案」を採用し詳細設計を行った。 
 
③施工計画 

   施工個所および施工個所への進入路が狭いことから、通行可能な施工機械として「13t ラ
フタークレーン」による施工計画を立案した。また、民地に近接する端部はクレーンの吊範

囲外となり施工が困難であったため、クレーンより規模の小さい「吊り機能付きバックホウ」

による施工計画とした。 
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図-3.1 施工計画図（案） 

 


